
江津市の農業参入支援の取組みについて
～地域営農資源を繋ぐ他地域からの継承型農業参入～
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第２回他地域等から参入した事例に関する情報交換会
令和７年８月26日（火）13:30～15:30 オンライン

報告者

島根県江津市農林水産課 課長 山本 国義
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項目

１ 江津市の紹介

２ 本市への他地域・異業種からの参入状況について

３ 中森農産×川平みどりの経営継承型参入について

４ 農業参入に係る支援策について

５ 誘致や参入支援する際に必要な情報等について

６ 参入支援する上での課題

説明内容
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１ 江津市の紹介



20,977人 （令和７年３月末現在)

島根県の中央部のやや西寄りに位置

江津市
ごうつ

県央に位置

位置

人口

特徴
①80％が森林。広島県を源流とする江の川が

市の中央部を流れ、江の川やその支流に

沿って農地が点在

②まとまった農地は40ｈａが最大で、典型的な

中山間地域

③耕地面積585ha、基幹作物は水稲240ha

④有機農業を推進（耕地面積に占める有機

JAS面積の比率８％、全国８位）

令和６年６月にオーガニックビレッジ宣言

⑤農業算出額14億円

（県内12位、全国1,144位）
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２ 本市への他地域・異業種からの参入状況について



参入種別 参入年度 法人名 主要経営品目
親・関連法人名 参入前の主な業種

異業種からの参入 Ｈ２７ Ａ株式会社 －－－ コンクリート製造業
施設野菜
（養液栽培トマト）

異業種からの参入 Ｈ２８ 株式会社B
D有限会社

（島根県江津市）
住宅建築他 水稲、コケ、野菜

異業種からの参入
他地域からの参入

Ｒ５ 株式会社C
株式会社E
（東京都）

コンサルティング業
務、バックオフィス
業務、業務請負

コケ

他地域からの参入 Ｒ７

川平みどり株式会社

※農事組合法人川平み
どりの事業を継承後、
株式会社へ組織変更

中森農産株式会社
（埼玉県）

農業 水稲
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平成26年度に江津市農業参入セミナーを開催
・平成26年の本県での農地中間管理機構の設立を契機に農業参入を推進

農業参入の状況（H26～）
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３ 中森農産×川平みどりの経営継承型参入について
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参入した経緯や背景等

１ 本市の農業振興施策

（１）農業参入の推進
・市内の農業者だけでの市内農地の保全は困難（担い手カバー率30％）

（２）有機農業の推進
・オーガニックビレッジ宣言など有機農業を全市的に展開

２ 島根県の農業振興施策“地域をけん引する経営体の増加”

（１）地域けん引経営体の誘致
・「地域けん引経営体」＝独自の販路や高い生産技術を持ち、地域の農業者や農
業法人を巻き込み地域の中心となって産地化を図る経営体 をターゲットに

（２）市町村との関係強化
・企業誘致に意欲ある市町村との連携、緊密な情報共有、推進体制を構築
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農事組合法人川平みどり

１ 設立 平成18年５月
２ 代表者 代表理事 天野 明
３ 所在 島根県江津市
４ 出資金 369万円
５ 構成 理事５人、組合員47戸
６ 経営面積 26ha
７ 経営作物 水稲23ha、大豆3ha

中森農産×川平みどりの経営概要（参入前）

１ 設立 平成29年２月
２ 代表者 代表取締役 中森 剛志
３ 所在 埼玉県加須市
４ 資本金 5,300万円
５ 構成 取締役３人、社員17人
６ 経営面積 300ha
７ 経営作物 水稲150ha、小麦60ha、

大豆25ha 他（内有機面積は１割）

中森農産株式会社
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参入の概要

◆県・市施策展開過程で、県・市担当者が、“中森農産株
式会社”と出会い、後継者確保が困難な市内の集落営農法
人“農事組合法人川平みどり”へマッチング

◆集落営農の経営基盤（人・機械・農地等）の存在が経営
継承を円滑に

◆有機農業（特に有機米の拡大）の推進を目指す本市と有
機米の拡大を目指す中森農産株式会社のビジョンの一致



参入に要した期間 ３年７か月（令和３年８月～令和７年２月）

セミナー開催
（県主催）

検討開始 川平みどりとの
マッチング

中森農産との
連携に向けた検討を承認

（連携に向けた本格協議開始）

中森社長が組合加入
・役員就任

（経営への参画）

株式会社化承認
（経営継承決定）

中森農産単独での
本市への視察受入

（農）川平みどり
臨時総会

（農）川平みどり
通常総会

誘致活動フェーズ

参入経過（全体）

令和6年8月 令和7年2月令和3年8月 令和5年7月 令和6年2月

（農）川平みどり
通常総会

令和３年８月 県主催アグリビジネスオンラインセミナーがきっかけ

合意形成（中森農産×川平みどり）フェーズ

地域協働推進（中森農産×市）フェーズ

中森農産×市
中山間地農業収益力向上

連携協定
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通常総会(2/23)
①R6年度決算
②R7年度事業計画決定
③株式会社への組織変更計
画の承認（中森社長が代表
取締役に就任）
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参入経過（合意形成フェーズ）

2月1月12月11月10月9月8月

臨時総会(8/23)
①連携協定締結
②定款変更
③中森農産の組合加入
④中森社長の役員就任

中森農産、
中森社長が
組合に加入

現地協議（9/23）
①川平みどりの経営農地や
機械・施設の視察

②経営継承のスケジュールや
検討事項の目合わせ

★１ R7年産作付計画作成

★２ R7年度事業計画作成

現地協議（1/28）
①組織変更の流れや手続きの
目合わせ

②通常総会に向けた協議

★３ 組織変更計画作成

現地協議（12/23）
・検討事項の進捗共有

現地協議（11/18）
・次年度（経営継承後）
の経営計画、地域農業
の維持に関する協議

★４ 組織変更後の新体制を見据えた地域との連携体制づくりの検討

株式会社化

合意形成に向けた
検討事項
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R３.10.12 当市への視察・意見交換

県アグリビジネスオンラインセミナー（8.31）及び現地視察（10.12）

誘致活動フェーズ①

場所：江津市桜江町地内

中森農産中森代表が本市の地域農業者との
話合いに興味を寄せられる

中森代表 報告者
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誘致活動フェーズ②

中森農産単独での江津市への視察受入れ（R5.7.12～7.13）

◆市内の複数の農業法人等と
の意見交換会及び経営農地等
の視察

◆中森農産代表と川平みどり
組合長が面会

◆川平みどり組合長が中森農
産を経営連携（移譲）候補先
として選定

場所：江津市内

場所：江津市内

左）天野組合長 右）中森代表
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誘致活動フェーズ③

川平みどり組合長の中森農産訪問

日時 行動 場所 内容

R5.10 企業訪問 埼玉県 ・川平みどり組合長及び県、市担当が訪問。
⇒ 連携に向けた中森農産への４０以上の質問を投げかけ、
中森代表から丁寧な回答を得る

・川平みどり組合長が中森代表に直接、連携を打診
・中森農産が先行して協議を進める栃木県内の集落営農法人へ
の実態調査を実施

場所：埼玉県 場所：栃木県
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合意形成フェーズ①

R6.2.25 （農）川平みどり通常総会

◆第４号議案に「同組合の継
続について」を提出。継続の手
段として、中森農産株式会社と
の連携に向けた検討を承認し、
本格的に協議スタート

◆組合長が、同組合の今後の持
続的発展に向けては、自分以外
の誰かの手腕で新しい流れを起
こしていくこと必要と答弁（組
合長に留任しない意向を示唆）



17

合意形成フェーズ②

◆中森農産中森代表等の組合へ
の加入、理事（役員）就任（定
款変更）

◆中森農産と川平みどりが相互
に連携して地域農業の維持発展
に取り組む協定書を締結

◆中森農産中森代表を組合員へ
紹介、顔合わせ

R6.8.23 （農）川平みどり臨時総会

※以降、中森代表が川平みどりの理事会に毎月出席

場所：江津市内

場所：江津市内

左）天野組合長 右）中森代表
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合意形成フェーズ③

R7.2.23 （農）川平みどり通常総会

◆農事組合法人から株式会社
への組織変更
（R7.4.1～効力発生）

◆組織変更後の会社の代表取
締役に中森農産中森代表が就
任（R7.4.1～効力発生）

◆集落営農法人の旧役員も新
会社の役員に参画させ、地域
との連携体制を構築（取締役３
人、監事１人）

左から、佐々木監事、中森社長、天野取締役、佐藤取締役

場所：江津市内

場所：江津市内
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地域協働推進フェーズ

R7.2.5 「中山間地農業の収益力向上に関する基本協定」締結

◆本市は、中森農産と連携
し、地域計画の推進、有機
農業の拡大に取り組む

◆地域活性化起業人制度
（総務省）を活用

◆中森農産の社員１人を本
市に派遣（３年間を予定）

左から、市／河野参事、中村市長、中森農産／佐藤執行役員、中森社長

場所：江津市役所
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４ 農業参入に係る支援策について



当該ケースにおける支援について

区分 内容

体制 ◆県
農林水産部農業経営課、西部農林水産振興センター農業振興部の各担当

◆市
農林水産課（２人）

農地 ◆事前準備
・中森代表視察時に（農）川平みどりの経営農地を何度も視察
◆マッチング（制度）
・（農）川平みどりの経営農地は、全てが農地中間管理機構を通して貸借
・当該ケースは、法人の形態変更のため、農地中間管理機構は軽微な変更手続
きで完了

基盤整備 ◆９割は基盤整備済

生産技術 ◆中森農産が本市での有機米の拡大を計画する中で、県が、栽培指導、実証ほ
場設置等を支援

参入時の
課題等

◆“地域をけん引する経営体の増加”県施策の存在
・中森農産誘致・調査の際の同社の旅費等の支援
・集落営農に関する専門的知見
・農事組合法人から株式会社への組織変更等の手続き助言
◆参入企業・地元法人の相互理解・気持ちの尊重
・双方の意思を尊重し、焦らず、丁寧に、ただし、ゴールを明確に持って支援
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区分 補助対象経費 補助率

法人設立支援事業 現地進出法人の設立経費 定額（25万円/法人）

雇用人材確保支援事業
地域けん引経営体が雇用就農者に
対して実施する実践研修に必要な
経費

定額（60万円/人・年、最長2年・2名まで）
※雇用就農者が農業法人を設立して独立する
強い意欲を有する場合120万円/人・年、
最長２年・２名まで

事務所賃貸費支援事業 事務所の賃貸費 1/2以内（補助上限60万円/年、最長2年）

経営開始活動支援事業
試作研究、分析診断、事例調査、
販路開拓等に係る経費

1/2以内（補助上限100万円、最長２年）

区分 補助対象経費 補助率

地域をけん引する経営体
機械等整備支援事業

国庫補助の対象とならない施設・
機械の整備等に係る費用

1/3以内（補助上限500万円）

●地域をけん引する経営体確保対策事業（ソフト）

●担い手経営発展支援事業（ハード）

自らが有する出荷体制や販路、技術等を進出地域の農業者や農業法人等に波及・共有し、地域の中核となって
産地化を図っていただける「地域けん引経営体」の参入を支援

参入経営体向け ー島根県補助事業ー
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５ 誘致や参入支援する際に必要な情報等について
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受入れ側・参入する側の双方の情報整理

◆参入を受け入れる地域の情報
・地域計画（人・農地等）

※中森代表の本市への視察時には、目標地図を用いて説明

◆参入する企業の情報
・参入の目的
・参入の形態（自ら農業生産を行うor農作業受託する、農地を利用
するorしない、農地を取得or貸借 等）

・希望エリア（気象条件、地形等）
・農地の条件（面積、土質、水利等）
・希望品目
・機械施設や資材等の調達方法
・技術の習得方法
・人材確保の手段
・販路
・資金等の調達方法・参入を希望する時期 他
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６ 参入支援する上での課題について
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参入支援の課題整理

◆情報整理とマッチング機会の創出・確保
（きっかけづくりがスタートに）

◆地道な誘致活動の実施・継続
（中森農産への誘致活動や協議（オンライン・対面）は65回以上）

◆本音で話ができる関係・環境づくり
（双方で、できること、できないことや良くない情報などの共有も）

※土地利用型農業（水田）の場合は、草刈、水管理、獣害柵の
見回りなど地域・集落との連携が課題


